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サステナビリティマネジメント 特集 「自然（地球）」との共生
「文化（集団・社会～国）」

の共栄 「Well-being（幸せ）」の
最大化

TT西日本グループでは、現在の業務を継続しつつ
グループ内の新たなフィールドにチャレンジし経

験を積める「社内ダブルワーク」のしくみを2019年より
導入しています。社員起点での“やってみたい”を実現する
ことで、既存の業務における付加価値の創出や視野拡大、
人脈形成等自己成長や、働きがいの向上にもつながる取組
みであり、既に約350人が参加しています。
普段は法人向けの営業活動に従事している社員が、社内

ダブルワークを通じて、将来の食糧危機の解決手段として
注目されている昆虫食関連ビジネスに挑戦し、IoTやAIを
用いた効率的な養殖環境の開発やビジネスモデル構築等に
関わるといった事例や、センシング技術を用いたイチゴ栽
培の効率化に関わる等、これまでにない経験により視野を
広げる機会となっています。NTT西日本グループでは、社
員の積極的な姿勢を組織全体で応援・後押しすることで、
“認め合う風土”を醸成し、多くの社員が積極的に「チャレ
ンジできる輪」を広げています。

内ダブルワークのさらなる充実化に向けては、
2021年9月より、地元やゆかりのある地域の

活性化に貢献する「ふるさとダブルワーク」や、社員が
挑戦したいポスト（業務）に自ら手をあげてアプローチ
することができる「ポスト提案型ダブルワーク」を開始
し、幅広いチャレンジのしくみを作りました。新たな
フィールドでの経験を通じて、自らの成長を実感するこ
とは、いきいきと働きがいを感じることができ、Well-
beingの最大化にもつながると考えています。そして、
個々の成長は、企業としての総合力を押し上げ、新たな
サービスの開発やイノベーションの実現、新領域ビジ
ネス推進等の原動力になり、社会が直面するさまざま
な課題の解決にも寄与するものと考えています。
NTT西日本グループは、これからも社会の課題解決

と社員のWell-beingの最大化をめざしていきます。

NTT西日本がめざすSDGsへの貢献
NTT西日本グループは「ソーシャルICTパイオニア」として、さま
ざまな社会課題の解決を通じ、SDGsの達成に貢献しつづけます。

企業の経営環境や働き手の意識の変化に対し、「会社主導
による受け身のキャリア形成からの変換」は課題の1つと
されている
出典：経団連「Society 5.0 時代を切り拓く人材の育成」
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社員のチャレンジと成長を促進する
社内ダブルワークの積極運用
社会の多様化・複雑化に伴い企業を取り巻く環境も変化し、 
社員には以前にも増して多角的な視野や視点が求められています。
NTT西日本は、社員のチャレンジと成長を促進する社内ダブル
ワークを推進し、企業としての総合力を高め、社会課題のさらな
る解決につなげています。

「Well-being（幸せ）」の最大化
Maximizing wellbeing for all

社員のキャリア形成の実態

社員の自律的なキャリア形成の選
択肢を広げるとともに、組織全体
でその社員の取組みを応援・後押
しできるような風土をつくり、会社
全体で「チャレンジの輪」を広げ
ていきたいと考えています。

通信関係の分野にとらわれず、い
ろいろなことを知り、複数の案件
に携わることによって、スケジュー
ル・マネジメント力がつき、お客さ
まとの折衝時の引き出しが増え
たと思います。業務の幅を広げ
るために、さまざまなことに
挑戦してください。

NTT西日本 総務人事部
ESG推進室
ダイバーシティ推進担当
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事務局の声VOICE 経験者の上長の声VOICE

入社してから営業の経験しかな
く、視野や業務の幅を広げたいと
いう思いから、現業とは全くジャ
ンルの異なる「昆虫食」という分
野でビジネス開発の社内ダブル
ワークに挑戦しました。

経験者の声VOICE
社会課題解決
社員の成長を促し
会社の基盤を強化

解決から生み出される社会的効果

Social Issue Solution
社員の自律的な成長を促す 
社内ダブルワークを推進

Social Contributions
社会の課題解決と社員の

Well-beingの最大化をめざす

N 社

ICTインフラ事業の 
イノベーションを促進

SDGs達成のための
パートナーシップを強化

地方創生事業の 
さらなる推進を実現

以前にも増して求められる社員の多角的な視野や視点

クノロジーの進歩や国際化の進展に伴い社会が多様化・複
雑化し、目まぐるしく変化する時代においては、企業を

取り巻く環境も変化を余儀なくされており、多様なニーズに即し
た柔軟な事業活動が求められます。そのような中では、社員一人
ひとりが自身の能力や考えを活かし、“自律的にチャレンジ”し成
長していくことが必要であり社員自らが社会の変化を的確にとら
え、多角的な視野・視点を持ち、新たなノウハウや経験を得たり、
人脈を広げることの重要性が高まっています。そのためには、社
員がキャリア形成に対する意識を「会社主導による受動的なスタ
イルから、社員自身による自律的なスタイル」へシフトしていく
ことが重要です。時代の変化に対応し、イノベーションを創出し、
企業の成長を後押しする人材を育成する上でも、社員が自らの意
思で様々なチャレンジをできる環境を整備することは、企業が継
続して成長し続けるために必要不可欠なものとなっています。
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会社主導で
キャリア形成が行われている
74.1%

社員が自律的に
キャリアを形成している

22.9%
その他
3%
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